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石碑を寄贈した沼波勇一氏

整備された収蔵書

百合子が借りていた長者町の家と当時の海岸
　　　　　　　　　　　　　（『日本文学アルバム』より）

　
筆
者
は
、
太
平
洋
に
面
し
た
外
房
・

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
に
住
ん
で
い

る
。
千
葉
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
外
房
線
で
１
時

間
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
古
く
か
ら
房
総

の
別
荘
地
と
さ
れ
て
い
た
。
九
十
九
里

海
岸
の
南
端
・
太
東
崎
に
は
灯
台
が
あ

る
。
そ
の
す
ぐ
南
側
に
は
夷
隅
川
が
流

れ
て
お
り
、
昔
は
鰻
も
獲
れ
、
川
魚
料

理
の
旅
荘
も
あ
っ
た
。

　
日
比
谷
公
園
の
松
本
楼
に
所
縁
の
梅

屋
庄
吉
（
明
治
元
年
〈
１
８
６
９
〉
～ 

昭
和
９
年
〈
１
９
３
４
〉）
の
別
荘
も

あ
り
、
そ
の
縁
で
孫
文
も
訪
れ
、
蒋
介

石
も
滞
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
森
鴎
外

（
文
久
２
年
〈
１
８
６
２
〉
～
大
正
11

年
〈
１
９
２
２
年
〉）
も
別
荘
「
鴎
荘
」

で
過
ご
し
た
。

　
ま
た
、
林
芙
美
子
（
明
治
36
年
〈
１

９
０
３
年
〉
～
昭
和
26
年
〈
１
９
５
１

年
〉）
の
『
放
浪
記
』
に
も
登
場
す
る

碑
と
本
の
活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
プ

レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
の
中
の
所
蔵
本
を
書
棚

に
収
納
し
開
架
し
て
、
同
ハ
ウ
ス
と
と

も
に
地
域
資
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
筆
者
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
、
梅
谷
庄

吉
、
蒋
介
石
、
森
鴎
外
、
林
芙
美
子
な

ど
と
当
地
の
所
縁
を
生
か
し
た
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

住
ん
で
い
る
長
者
町
を
訪
ね
、
２
年
後

の
47
年
９
月
に
は
、長
者
町
に
滞
在
し
、

　
筆
者
は
、
プ
レ
ハ
ブ
の
中
の
本
が
可

哀
想
だ
と
思
い
、
昨
年
暮
れ
に
、
石
碑

に
設
置
者
と
あ
る
沼
波
勇
一
氏
の
電
話

番
号
に
電
話
し
た
の
だ
が
、
繋
が
ら
ず

本
百
合
子
選
集
』（
同
）第
１
巻
～
12
巻
、

『
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
』
１
～

５(

同)

、『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

評
論
集
』(

同)

、
34
冊
、『
宮
本
顕
治

著
作
集
』
ほ
か
（
同
）
14
冊
、『
マ
ル

ク
ス
資
本
論
』(

同)

、
４
巻
、『
レ
ー

ニ
ン
選
集
』
12
冊
、
美
術
、『
現
代
美

術
選
集
』（
講
談
社
）
18
冊
、
ほ
か
総

数
１
５
０
冊
。

　
な
お
、
沼
波
氏
に
よ
れ
ば
、
亡
妻
が

宮
本
百
合
子
の
本
が
好
き
で
あ
っ
た
の

で
自
分
も
読
ん
で
み
て
、
感
銘
を
受
け

た
の
で
、
土
地
を
求
め
、
石
碑
を
２
０

１
４
年
に
設
置
し
た
と
い
う
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○

宮
本
百
合
子
（
明
治
32

年
〈
１
８
９
９
〉
～
昭

和
26
年
〈
１
９
５
１
〉）

は
、
１
９
４
５
年
５
月

９
日
に
妹
の
寿
江
子
が

を
構
想
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

宮
本
百
合
子
の
著
作
の
読
書
会
な
ど
を

町
民
と
と
も
に
行
い
、
住
民
が
学
芸
員

と
し
て
の
役
割
を
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
入
門
書
と

し
て
は
、『
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
宮
本

百
合
子
』（
筑
摩
書
房
、
１
９
８
０
年
）

と
『
宮
本
百
合
子
展
』（
西
武
美
術
館
、

１
９
８
２
年
）
は
、
写
真
が
あ
り
、
わ

か
り
や
す
い
。
こ
の
中
に
は
、
長
者
町

の
百
合
子
が
訪
ね
た
家
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
所
蔵
本
に
は
、『
宮
本
百
合
子
全
集
』

（
新
日
本
出
版
社
）第
１
巻
～
25
巻
、『
宮

り
千
葉
寄
り
の
長
者
町
駅
も
利
用
し
て

い
る
が
、
最
近
、
そ
の
駅
近
く
に
あ
る

「
宮
本
百
合
子
の
石
碑
」
と
の
関
係
が

で
き
た
。

　
長
者
町
駅
か
ら
１
５
０
㍍
も
歩
く
と

長
者
町
の
本
通
り
が
あ
り
郵
便
局
や
銀

行
、
菓
子
屋
、
高
校
、
医
院
、
そ
し
て

小
学
校
が
そ
の
通
り
に
は
あ
る
。
そ
の

途
中
に
立
派
な
石
碑
が
あ
り
、
宮
本
百

合
子
の
詩

　
「
う
ら
ら
か
な
春
は

　
き
び
し
い
冬
の
あ
と
に
来
る

　
可
愛
い
蕗
の
と
う
は

　
霜
の
下
用
意
さ
れ
た
」

と
と
も
に
、
肖
像
ほ
か
が
刻
示
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
の
背
後
に
は
６
畳
ほ
ど
の
プ
レ
ハ

ブ
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
宮
本
百
合
子
全
集

な
ど
が
、
床
に
無
造
作
に
置
か
れ
て
い

た
。
実
は
、プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
家・

苦
慮
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
市

議
会
議
員
の
井
上
ひ
と
み
氏
が
沼
波
氏

に
照
会
し
て
く
れ
、
早
速
、
１
月
末
に

沼
波
氏
が
長
者
町
に
来
て
下
さ
り
、
石

執
筆
も
行
っ
た
と
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。

い
す
み
市
長
者
町
に
百
合
子
文
学
碑
の
話

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。
東

京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大
大
学

院
工
学
研
究
科
准
教
授
（
金
属
疲

労
専
攻
）。
金
属
疲
労
の
研
究
の

ほ
か
、
他
分
野
の
テ
ー
マ
の
研
究

開
発
に
努
め
る
と
と
も
に
日
本
各

地
の
地
域
お
こ
し
活
動
に
従
事
す

る
。
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒

蔵
の
コ
ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る

地
酒
「
鐵
の
道
」
の
製
造
・
販
売

を
企
画
、
す
で
に
10
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。「
全

国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
」
理

事

文
人
墨
客
が
訪
れ
た

　
　
　
外
房
・
い
す
み
の
地

三
門
駅
は
、
筆
者

が
利
用
す
る
駅
で
あ

る
。
筆
者
は
そ
れ
よ

文
人
た
ち
と
の
所
縁
を
生
か
す

　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム


